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187 黒崎幸吉のアドルフ・フォン・ハルナック論

黒
崎
幸
吉
の
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
論

――
『
新
世
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
全
集
』
未
収
録
の
論
稿
を
め
ぐ
っ
て）

1
（

深　

井　

智　

朗

は
じ
め
に

本
論
は
雑
誌
『
新
世
』
の
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
黒
崎
幸
吉
「
ア
ド
ル
フ
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
印
象
」
の
復

刻
と
そ
の
解
説
で
あ
る
。

雑
誌
『
新
世
』
は
黒
崎
の
論
稿
が
掲
載
さ
れ
た
一
九
二
六
年
当
時
、
約
三
〇
〇
部
が
印
刷
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約
二
〇
〇
部
が
有
料
販
売
さ

れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
小
さ
な
雑
誌
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
小
さ
な
雑
誌
に
ベ
ル
リ
ン
留
学
時
代
に
講
義
を
聴
い
た
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・

ハ
ル
ナ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
論
稿
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
の
小
論
は
後
の
新
教
出
版
社
刊
『
黒
崎
幸
吉
著
作
集
』
に
も
、
そ
の
続
編
に
も
収
録

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の

内
容
は
一
九
二
〇
年
代
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
様
子
を
紹
介
し
、
ま
た
黒
崎
の
キ
リ
ス
ト
教
や
神
学
に
つ
い
て
の
理
解
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
貴

重
な
論
稿
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
こ
の
論
稿
を
復
刻
し
、
そ
れ
に
若
干
の
解
説
を
付
し
て
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

『
新
世
』
の
全
巻
は
、
歴
史
家
で
あ
っ
た
故
秋
山　

操
氏
が
、『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
）
史
』
編
纂
の
た
め
に
利
用
し
、
現
在
日
本

ky45303黒崎ハルナックcB.indd   187 09.10.13   11:06:41 PM



188

基
督
教
団
滝
野
川
教
会
に
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
集
の
中
に
、
整
理
さ
れ
、
製
本
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
た
。

本
論
執
筆
・
編
集
に
あ
た
り
、
当
時
の
雑
誌
『
新
世
』
の
発
行
者
で
あ
り
、
編
集
責
任
者
で
あ
っ
た
故
畑
中
岩
雄
氏
、
故
黒
崎
幸
吉
氏
の

ご
遺
族
に
事
情
を
説
明
し
、
印
刷
の
許
可
を
求
め
る
手
紙
を
お
送
り
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
こ
に
黒
崎

幸
吉
の
論
稿
を
掲
載
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

1
．
雑
誌
『
新
世
』、
黒
崎
幸
吉
、
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
留
学

『
聖
書
之
道
』
か
ら
『
新
世
』
へ

雑
誌
『
新
世
』
は
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
四
月
か
ら
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
二
月
ま
で
四
八
頁
建
て
の
雑
誌
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
『
聖
書
之
道
』
と
称
す
る
「
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）」
の
教
団
機
関
新
聞
で
あ
り
、
昭
和
二
年
以
後
は
、

『
新
世
』
と
い
う
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
八
頁
の
同
教
団
の
ニ
ュ
ー
ス
紙
と
な
っ
た
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
わ

ず
か
二
年
間
だ
け
発
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。

『
聖
書
之
道
』
は
、
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
年
）
四
月
に
福
島
で
開
催
さ
れ
た
基
督
教
会
同
志
大
会
（
年
会
）
で
刊
行
が
決
議
さ
れ
、

C
・
E
・
ガ
ル
ス
ト
、
H
・
H
・
ガ
イ
、
宮
崎
八
百
吉
が
編
集
準
備
委
員
と
な
り
、
同
年
六
月
、「
新
聞
の
四
分
の
一
大
、
一
二
頁
、
毎
月

下
旬
発
行
、
一
部
定
価
三
銭
」
で
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
。
発
行
人
は
「
築
地
居
留
地
四
四
番
館
C
・
E
・
ガ
ル
ス
ト
」、
編
集
人
は
「
小
石

川
区
小
日
向
台
町
一
丁
目
四
番
地
H
・
ガ
イ
」
で
あ
り
、
実
際
の
編
集
は
宮
崎
が
ひ
と
り
で
あ
た
っ
て
い
た
）
2
（

。

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
年
）
一
〇
月
一
三
日
か
ら
聖
学
院
教
会
で
始
ま
っ
た
同
教
団
の
年
会
の
報
告
書
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
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189 黒崎幸吉のアドルフ・フォン・ハルナック論

「『
聖
書
之
道
』
は
同
年
七
月
に
編
集
経
営
を
日
本
人
に
移
す
こ
と
（
経
費
と
し
て
毎
月
一
六
円
五
〇
銭
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
支
給
）
を
決

定
し
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。
大
阪
の
平
井
〔
庸
吉
〕
牧
師
は
『
本
誌
の
発
行
部
数
は
四
五
〇
部
、
購
読
部
数
二
〇
四

部
、
大
阪
で
伝
道
用
と
し
て
一
〇
〇
部
を
使
用
し
て
き
た
。
現
在
の
編
集
発
行
人
は
一
先
ず
辞
任
す
る
）
3
（

』」
と
報
告
し
て
お
り
、
そ
れ
に
と

も
な
い
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
年
）
一
一
月
か
ら
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
八
月
ま
で
は
村
山
敏
雄
が
編
集
を
担
当
し
て
い
る
。

し
か
し
村
山
の
編
集
長
時
代
『
聖
書
之
道
』
は
し
ば
し
ば
休
刊
と
な
り
、
編
集
が
責
任
的
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
一
九
〇
六

年
（
明
治
三
九
年
）
に
な
っ
て
雑
誌
は
再
び
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
り
、
M
・
B
・
マ
デ
ン
が
編
集
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。一

九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
の
『
聖
書
之
道
』
の
経
営
状
況
を
示
す
資
料
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
一
九
二
二
年
（
大
正

一
一
年
）「
六
月
よ
り
本
年
五
月
ま
で
の
収
入
七
六
二
円
（
う
ち
年
会
費
補
助
六
〇
円
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
補
助
一
八
三
円
、
購
読
料
二
一
七
円
、

広
告
料
七
六
円
、
前
年
度
よ
り
の
繰
越
一
二
円
）、
支
出
九
一
〇
円
）
4
（

」
で
、
か
な
り
の
補
助
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
五
〇
円
以
上
の
赤
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

翌
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
年
）
に
な
り
、『
聖
書
之
道
』
の
刊
行
継
続
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
年
の
四
月
の
総
務
委
員
会

で
、『
聖
書
之
道
』
の
将
来
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
の
年
会
で
そ
の
案
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
案
は
文
書
伝

道
の
視
点
か
ら
、『
聖
書
之
道
』
を
『
新
世
』
と
改
題
し
、
教
団
の
機
関
紙
で
あ
る
よ
り
は
、
よ
り
広
く
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
雑
誌
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
専
従
の
編
集
担
当
者
を
指
名
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

年
会
報
告
書
に
よ
れ
ば
、「
雑
誌
専
任
主
筆
と
し
て
畑
中
岩
雄
牧
師
（
大
阪
玉
出
教
会
）
を
わ
ず
ら
わ
す
こ
と
、
新
計
画
は
一
四
年
四
月

一
日
よ
り
実
行
に
既
に
移
さ
れ
て
い
る
）
5
（

」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
雑
誌
は
基
本
的
に
は
四
八
頁
建
て
と
し
、
一
ヶ
月
の
雑
誌
経
費
二
七
〇

円
、
主
筆
の
俸
給
手
当
て
を
加
え
て
三
六
〇
円
、
収
入
見
込
み
一
〇
五
円
、
差
引
き
二
五
五
円
の
赤
字
は
総
務
委
員
会
会
計
か
ら
補
填
す

る
。
雑
誌
は
三
ヶ
月
以
内
に
独
立
す
る
）
6
（

」
と
い
う
付
帯
決
議
も
な
さ
れ
て
い
た
。

ky45303黒崎ハルナックcB.indd   189 09.10.13   11:06:43 PM



190

黒
崎
の
寄
稿
が
あ
っ
た
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
六
月
現
在
の
『
新
世
』
は
、
定
価
三
〇
銭
。
送
料
一
銭
。
編
集
兼
発
行
人
は
東
京

市
外
杉
並
町
馬
橋
三
六
の
畑
中
岩
雄
、
印
刷
人
は
東
京
市
外
池
袋
一
六
三
〇
の
小
谷
実
、
発
行
所
は
畑
中
と
同
住
所
の
新
世
社
と
な
っ
て
い

る
。
印
刷
部
数
三
〇
〇
部
で
、
有
料
購
読
は
二
〇
〇
を
下
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
雑
誌
は
A
5
版
で
、
各
号
五
六
頁
で
あ
っ
た
。

さ
て
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
畑
中
は
一
九
二
四
年
（
大
正
一
四
年
）
三
月
に
上
京
し
、
同
年
九
月
か
ら
新
し
い
雑
誌
の
刊
行
が
開
始
さ
れ

た
。『
新
世
』
に
は
旧
聖
学
院
神
学
校
関
係
者
、
あ
る
い
は
「
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）」
派
の
牧
師
や
信
者
な
ど
が
寄
稿
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
く
、
広
く
キ
リ
ス
ト
教
界
全
体
か
ら
も
原
稿
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。
執
筆
者
に
は
畑
中
岩
雄
は
も
ち
ろ
ん
、
渡
辺
善
太
、
小
田

信
人
、
友
野
三
恵
、
高
柳
伊
三
郎
、
本
多
羔
六
、
井
上
吉
次
郎
、
金
子
白
夢
、
平
野
国
利
、
御
木
本
隆
三
、
郷
司
浩
平
、
毛
利
官
冶
、
鈴
木

一
樹
、
杉
浦
貞
二
郎
、
そ
し
て
黒
崎
幸
吉
等
が
加
わ
っ
て
お
り
、
内
容
も
聖
書
学
や
神
学
に
限
ら
ず
、
文
学
、
経
済
、
政
治
、
芸
術
論
な
ど

広
く
選
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
雑
誌
と
し
て
の
『
新
世
』
は
発
行
部
数
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
六
月
か
ら
は
、
再
び
教
団

内
機
関
紙
と
し
て
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
八
頁
の
教
団
内
の
情
報
を
扱
う
新
聞
に
も
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
印
刷
部
数
は
や
は
り
三
〇
〇
部

で
、
有
料
購
読
者
は
出
納
簿
に
よ
れ
ば
二
〇
三
名
で
あ
っ
た
）
7
（

。

黒
崎
幸
吉

黒
崎
幸
吉
が
『
新
世
』
に
ハ
ル
ナ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
論
文
を
寄
稿
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
鶴
岡
に
あ
っ

た
鶴
岡
基
督
教
会
と
の
関
係
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
黒
崎
は
一
九
二
五
年
欧
州
留
学
直
後
、
郷
里
の
鶴
岡
に
戻
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
「
基
督
教

会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）」
の
鶴
岡
基
督
教
会
と
の
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
。
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
の
同
派
「
秋
田
教
区
報
」
に

よ
れ
ば
、
鶴
岡
教
会
の
「
熊
田
亀
之
助
氏
は
黒
崎
幸
吉
氏
を
招
き
毎
週
藤
島
で
聖
書
研
究
会
を
行
っ
て
い
る
）
8
（

」
と
あ
り
、
黒
崎
自
身
も
「
鶴
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191 黒崎幸吉のアドルフ・フォン・ハルナック論

岡
市
に
古
く
か
ら
存
在
し
た
若
葉
町
教
会
）
9
（

の
牧
師
白
井
為
治
郎
氏
）
10
（

も
旧
知
の
先
輩
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
教
会
で
時
々
講
演
な
ど
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
）
11
（

」
と
書
い
て
い
る
。

黒
崎
幸
吉
は
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
に
山
形
県
鶴
岡
市
に
、
黒
崎
研
堂
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
研
堂
の
父
は
庄
内
藩
家
老
を

つ
と
め
た
酒
井
了
明
の
三
男
で
、
後
に
彼
は
黒
崎
友
信
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。
研
堂
は
庄
内
に
お
け
る
書
道
興
隆
の
基
礎
を
つ
く
り
、
書
道

家
松
平
穆
堂
、
吉
田
芭
竹
な
ど
多
く
の
門
弟
を
育
て
、
他
方
で
金
融
機
関
済
急
社
（
後
に
荘
内
銀
行
の
前
身
六
十
七
銀
行
に
吸
収
さ
れ
た
）

の
社
主
を
つ
と
め
る
な
ど
庄
内
の
経
済
界
の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
も
い
た
。

そ
の
長
男
黒
崎
幸
吉
は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
に
東
京
の
第
一
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
法
科
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
法
学

部
）
の
政
治
学
科
に
入
学
し
、
上
京
し
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
一
〇
月
か
ら
内
村
鑑
三
の
聖
書
研
究
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
）
に
大
学
卒
業
後
、
住
友
総
本
店
に
入
社
し
、
高
木
寿
美
子
と
結
婚
し
て
い
る
。
そ
の
間
経
理
課
主
計
係

り
、
住
友
家
嗣
子
住
友
寛
一
の
補
導
係
（
一
緒
に
渡
米
）、
住
友
製
鋼
所
副
支
配
人
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
年
）、

妻
寿
美
子
の
急
逝
後
、
伝
道
者
と
な
る
決
心
を
し
、
住
友
を
退
職
し
、
内
村
鑑
三
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、
そ
の
準
備
に
あ
た
っ
て
い
た
。

黒
崎
の
欧
州
留
学
及
び
本
論
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て

黒
崎
は
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
欧
州
留
学
に
出
発
し
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
三
月
に
帰
国
す
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ

ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
各
地
の
大
学
を
訪
ね
研
鑽
を
続
け
た
。
帰
国
後
は
『
永
遠
の
生
命
』
誌
を
創
刊
し
、
鶴
岡
、
神
戸
な
ど
に
住
み
、
さ

ら
に
有
名
な
『
注
釈
新
約
聖
書
』、
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ア
語
辞
典
や
文
法
書
な
ど
を
執
筆
し
、
無
教
会
の
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
新
約
聖
書

学
者
と
し
て
、
さ
ら
に
は
著
作
家
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

黒
崎
は
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
に
欧
州
留
学
で
出
か
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
で
、
敗
戦
国
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
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と
、
戦
勝
国
と
な
っ
た
日
本
の
と
の
違
い
を
身
を
も
っ
て
経
験
す
る
時
で
も
あ
っ
た
。
黒
崎
に
よ
れ
ば
、
彼
は
欧
州
留
学
に
あ
た
っ
て
、
住

友
の
退
職
金
と
し
て
得
た
住
友
の
株
を
担
保
に
一
万
円
の
融
資
を
受
け
て
い
る
。「
当
時
の
ド
イ
ツ
は
第
一
次
世
界
戦
争
に
敗
北
し
、
カ
イ

ゼ
ル
の
退
位
と
な
り
ド
イ
ツ
も
一
つ
の
共
和
国
と
な
り
、
非
常
に
貧
困
に
陥
り
マ
ル
ク
の
価
値
が
非
常
に
下
落
し
た
時
で
あ
っ
た
の
で
、
私

は
悠
々
と
し
て
足
掛
け
四
年
、
前
後
二
年
半
余
の
往
復
の
滞
在
の
旅
費
の
ほ
か
、
英
、
仏
、
伊
、
ス
イ
ス
な
ど
に
も
行
き
、
特
に
英
国
と
ス

イ
ス
に
は
一
学
期
ず
つ
滞
在
し
て
勉
強
も
で
き
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
）
12
（

」。「〔
ベ
ル
リ
ン
滞
在
の
〕
間
に
大
学
生
か
ら
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン

語
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
ド
イ
ツ
は
一
般
に
戦
後
の
貧
困
に
苦
し
ん
で
お
っ
た
の
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
た
め
に
教
え
て
く

れ
る
学
生
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
。
謝
礼
は
一
回
何
千
マ
ル
ク
と
か
い
う
の
で
彼
ら
に
と
っ
て
は
大
金
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
日
本
金
に
し

て
一
回
十
六
、十
七
銭
、
ま
っ
た
く
相
済
ま
な
い
よ
う
な
額
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
私
は
ど
れ
ほ
ど
助
か
っ
た
か
分
ら
な
い
。

信
仰
の
本
質
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
別
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ド
イ
ツ
の
学
者
の
学
風
に
つ
い
て
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が

非
常
に
多
く
、
日
本
の
大
学
に
比
較
し
て
羨
ま
し
い
点
が
沢
山
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
ド
イ
ツ
の
学
風
の
特
徴
も
こ
れ
を
感

ず
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
背
景
の
下
に
ド
イ
ツ
の
学
者
の
業
績
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
有
り
難
い
こ

と
で
あ
っ
た
）
13
（

」。

そ
の
後
黒
崎
は
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
で
学
び
、
さ
ら
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
滞
在
し
、
名
著
『
カ
ル
ビ
ン
伝
』
の
も
と
に
な
る
研
究
を
な
し
て

い
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
は
当
時
国
際
連
盟
の
次
長
で
あ
っ
た
新
渡
戸
稲
造
や
日
本
政
府
代
表
と
し
て
国
連
に
駐
在
し
て
い
た
前
田
多
門
一
家

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
英
国
に
滞
在
し
、
帰
路
パ
レ
ス
チ
ナ
と
エ
ジ
プ
ト
に
立
ち
寄
り
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
三

月
三
日
に
神
戸
に
帰
国
し
た
。

翌
三
月
四
日
に
は
郷
里
の
鶴
岡
に
戻
り
、
そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
と
し
て
活
動
し
、
ま
た
『
永
遠
の
生
命
』
誌
の
編
集
、
発
行
、
そ

し
て
旧
制
の
山
形
高
等
学
校
で
英
語
や
ド
イ
ツ
語
を
教
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
に
山
形
高
等
学
校
を
辞
し
て
、

執
筆
を
開
始
し
た
『
注
解
新
約
聖
書
』
全
十
巻
は
、
植
村
正
久
の
影
響
を
受
け
た
富
士
見
町
教
会
員
横
尾
留
冶
の
経
営
す
る
日
英
堂
の
依
頼
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に
よ
っ
て
執
筆
が
開
始
さ
れ
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
に
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
一
一
月
に
関
西

に
転
居
す
る
ま
で
、
黒
崎
は
鶴
岡
に
留
ま
っ
た
）
14
（

。

本
論
に
収
録
し
た
「
ア
ド
ル
フ
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
印
象
」
は
『
新
世
』
の
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
黒
崎
が
欧
州
留
学
よ
り
帰
国
し
て
一
年
以
内
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
既
に
述
べ
た
鶴
岡
教
会
の
白
井
牧
師
、

ま
た
同
教
会
と
の
交
流
の
故
に
執
筆
が
依
頼
さ
れ
、
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
）
15
（

。
ま
た
『
新
世
』
大
正
一
五
年
四

月
号
の
「
簡
編
後
語
」
と
い
う
編
集
者
に
よ
る
「
あ
と
が
き
」
の
中
に
「
畑
中
記
」
と
付
さ
れ
て
、「
黒
崎
幸
吉
氏
か
ら
『
ア
ド
ル
フ
・
ハ

ル
ナ
ッ
ク
の
印
象
』
と
云
ふ
御
文
章
が
戴
い
て
あ
る
か
ら
六
月
号
に
掲
載
す
る
）
16
（

」
と
あ
る
。
こ
の
「
あ
と
が
き
」
が
記
さ
れ
た
四
月
号
に
は

「
大
正
一
五
年
四
月
二
八
日
に
印
刷
納
本
」
と
あ
る
の
で
、「
あ
と
が
き
」
自
体
は
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
三
月
、
あ
る
い
は
四
月
に

書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
黒
崎
の
論
稿
の
受
理
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
か
ら
、
欧
州
留
学
か
ら
帰
国
後
一
年
以
内
、
一
九
二
五

年
（
大
正
一
四
年
）
三
月
か
ら
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
三
月
の
間
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
間
違
い
な
い

で
あ
ろ
う
。

2
．
一
九
二
〇
年
代
の
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク

ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
と
は
誰
か

さ
て
次
に
黒
崎
幸
吉
が
そ
の
「
印
象
」
を
記
し
た
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
ま
た
彼
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
講
義
を

聴
い
た
頃
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
、
す
な
わ
ち
第
一
次
大
戦
後
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
帝
政
期
が
崩
壊
し
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
混
乱
の
時
代
に
晩
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年
を
迎
え
て
い
た
ハ
ル
ナ
ッ
ク
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
き
た
い
。

ア
ド
ル
フ
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
）
17
（

、
一
八
五
一
年
五
月
一
七
日
に
ド
イ
ツ
の
教
会
史
家
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
を
父
に
）
18
（

、
ま
た
法
学
者

グ
ス
タ
フ
・
エ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
の
娘
マ
リ
ー
を
母
に
ド
レ
パ
ト
に
生
ま
れ
て
い
る
）
19
（

。
こ
の
ド
レ
パ
ト
は
今
日
の
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
の
タ
ル

ト
ゥ
で
あ
り
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
こ
の
母
を
通
し
て
リ
ボ
ニ
ア
の
貴
族
の
世
界
と
結
び
付
き
、
他
方
で
プ
ロ
イ
セ
ン
の
政
治
的
権
力
と
ロ
シ
ア

文
化
と
の
間
の
葛
藤
と
い
う
難
し
い
政
治
的
情
況
の
中
で
育
っ
た
。
そ
れ
故
に
彼
は
一
方
で
プ
ロ
イ
セ
ン
的
な
も
の
へ
の
反
発
と
同
時
に
複

雑
な
憧
れ
を
持
ち
、
他
方
で
家
で
は
ド
イ
ツ
語
と
ロ
シ
ア
語
と
を
使
い
こ
な
す
と
い
う
国
際
政
治
の
只
中
で
育
っ
た
）
20
（

。

父
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
ロ
シ
ア
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
出
身
で
、
幼
少
期
に
ヘ
ル
ン
フ
ー
ト
兄
弟
団
や
J
・
E
・
ゴ
ス
ナ
ー
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
彼
は
ド
レ
パ
ト
と
ド
イ
ツ
の
諸
大
学
で
学
ん
だ
後
、
ド
レ
パ
ト
大
学
神
学
部
の
定
員
外
教
授
、
正
教
授
を
歴
任
し
、
あ
る
時
期
は
エ
ア

ラ
ン
ゲ
ン
大
学
の
客
員
教
授
と
し
て
ル
タ
ー
神
学
（
と
り
わ
け
ル
タ
ー
の
神
学
に
基
づ
い
た
実
践
神
学
）
に
つ
い
て
も
講
義
し
て
い
る
。

子
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
教
会
史
家
と
し
て
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
と
り
わ
け
古
代
教
会
の
研
究
に
お
い
て
は
多
く
の
業
績
を
残
し

た
。
彼
の
研
究
は
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
研
究
に
は
じ
ま
り
、
マ
ル
キ
オ
ン
の
研
究
に
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
有
名
な
『
教
理
史
教
本
』

（
一
八
八
五
〜
八
九
年
）、『
古
代
キ
リ
ス
ト
教
文
学
史
』（
一
八
九
三
〜
一
九
〇
四
年
）、『
初
期
三
世
紀
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と
伝

播
』（
一
九
〇
二
年
）
等
の
大
部
の
著
作
を
発
表
し
て
い
る
）
21
（

。

ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
生
涯
は
日
本
で
考
え
る
神
学
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
の
活
躍
の

舞
台
の
中
心
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
神
学
部
で
あ
り
、「
類
ま
れ
な
偉
大
な
教
会
史
家
）
22
（

」
で
あ
り
、「
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
学
問
的
エ
リ
ー
ト
）
23
（

」
で

あ
り
、「
資
料
の
扱
い
の
巧
み
さ
と
厳
密
さ
に
お
い
て
飛
び
ぬ
け
た
力
量
を
持
っ
た
歴
史
家
）
24
（

」
だ
っ
た
が
、
同
時
に
彼
は
王
立
図
書
館
の
館

長
で
あ
り
）
25
（

、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
学
術
振
興
財
団
（
現
在
の
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
の
前
進
）
の
初
代
の
総
裁
で
も
あ
っ

た
）
26
（

。
ま
た
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
こ
の
時
代
の
文
教
行
政
と
深
く
関
わ
り
、
皇
帝
の
理
想
と
す
る
臣
民
教
育
の
確
立
の
た
め
に
、
と
り
わ
け
今
日
教

養
市
民
層
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
の
知
的
階
層
の
純
粋
再
生
産
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
つ
つ
あ
っ
た
。
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ド
イ
ツ
・
ル
タ
ー
派
教
会
に
基
盤
を
持
た
な
い
神
学
者
と
し
て
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
、

あ
る
い
は
「
神
学
部
の
神
学
者
」、「
教
会
外
の
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
者
」
と
し
て
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク

ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
学
問
的
な
業
績
外
を
紹
介
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、
ま
た
こ
こ
で
の
課
題
を
越
え
る
こ
と
な
の
で
、
詳
細
は
省
略
せ

ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
神
学
と
い
う
学
問
を
営
ん
で
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
既
に
述
べ
た
通
り
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
出
身
で
は
な
く
、
ま
た
彼
は
ル
タ
ー
派
で
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ル

タ
ー
派
教
会
と
の
関
係
は
希
薄
で
、
当
時
の
周
辺
国
家
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ロ
シ
ア
語
を
母
国
語
と
す
る
地
域
の
出
身
で
、
当
時
の
ル
タ
ー
派

教
会
で
は
い
わ
ば
傍
流
の
出
身
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
が
神
学
者
と
し
て
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
帝
政
期
に
生
き
て
行
く
た
め
に
決

し
て
小
さ
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
こ
の
時
代
の
ル
タ
ー
派
主
流
派
の
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
よ
う
な

経
歴
の
神
学
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
体
質
で
あ
り
、
人
事
や
ル
タ
ー
解
釈
に
お
い
て
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
そ
の
優
秀
な
学
問

的
な
成
績
に
比
例
す
る
評
価
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
故
に
神
学
者
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
支
持
母
体
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
保
守
的
・
伝
統
的
な
ル
タ
ー
派
で
は
な
く
、
彼
の
学
問
的
な
業
績
を
宗
派

政
治
か
ら
切
り
離
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
学
で
あ
り
、
新
し
く
生
ま
れ
た
ド
イ
ツ
帝
国R

eich

に
お
け
る
皇
帝
に
よ
る
中
央
集
権

的
な
宗
教
政
策
に
異
議
を
と
な
え
、
各
領
邦
（Land

）
の
教
会
と
神
学
教
育
の
独
立
性
に
固
執
し
た
ル
タ
ー
派
で
は
な
く
、
帝
国
の
人
倫

の
基
盤
と
な
る
べ
き
ル
タ
ー
派
と
い
う
国
家
宗
教
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
こ
の
時
代
の
宗
派
政
治
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
は

伝
統
的
な
領
邦
教
会
に
支
持
層
を
持
た
な
い
神
学
者
な
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
そ
れ
以
外
の
支
持
母
体
の
中
で
神
学
を
営
む
こ
と
を
迫
ら
れ

た
神
学
者
で
あ
っ
た
。
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そ
の
こ
と
は
第
一
に
ハ
ル
ナ
ッ
ク
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
神
学
部
の
歴
史
神
学
の
教
授
と
な
る
人
事
は
、
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
福
音
主
義
教
会

協
議
会
が
否
決
し
た
た
め
、
一
旦
そ
の
招
聘
人
事
は
白
紙
と
な
り
、
そ
れ
を
当
時
の
宰
相
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ス
マ
ル
ク
が
教
会
協

議
会
と
議
会
人
事
委
員
会
の
決
定
を
飛
び
越
え
て
、
改
め
て
彼
を
任
命
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。
第
二
に
、
事
実
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
神
学
部
の
中
で
活
動
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
、
あ
る
い
は
ベ
ル
リ
ン
の
王
立
ア
カ
デ

ミ
ー
を
舞
台
と
し
て
活
躍
し
た
神
学
者
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
）
27
（

。
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
業
績
を
高
く
評
価
し
続
け
た
の
は
、
教
会
で
は
な
く
、

た
と
え
ば
古
代
ロ
ー
マ
の
研
究
で
有
名
な
歴
史
家
テ
オ
ド
ー
ル
・
モ
ム
ゼ
ン
で
あ
り
）
28
（

、
ま
た
彼
の
名
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た

『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
は
神
学
部
の
講
義
で
は
な
く
、
彼
が
大
学
の
学
部
の
枠
を
越
え
て
行
っ
た
神
学
部
の
教
授
会
の
決
定
で
は
な
く
、

大
学
理
事
会
の
決
定
に
よ
る
講
義
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
の
神
学
の
大
学
行
政
上
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
明
ら
か
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
逆
に
見
れ
ば
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ル
タ
ー
派
の
支
持
が
な
い
以
上
、
彼
は
教
会
の
外
に
彼
の
神
学
者
と
し
て
の
活
動
を
支
持
す

る
母
体
を
、
ま
た
読
者
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
彼
へ
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
と
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
知
ら
れ
て
い
る

「
学
問
的
神
学
」
と
い
う
立
場
の
社
会
的
・
教
会
政
治
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
意
図
的
な
行
動
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、

こ
の
時
代
の
教
会
政
治
の
中
で
作
り
出
さ
れ
た
対
立
構
図
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
周
辺
小
国
か
ら
や
っ
て
き
た
ハ

ル
ナ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
「
神
学
部
の
中
で
神
学
を
営
む
神
学
者
」
で
あ
る
以
外
の
道
を
彼
の
学
問
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
選
択
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
教
会
政
治
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
第
一
に
ハ
ル
ナ
ッ
ク
を
教
会
政
治
か
ら
切
り
離
し
、
彼
が
神
学
を
営
む
場
所
を
大
学
や
ア
カ

デ
ミ
ー
の
中
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
要
因
と
な
っ
た
が
、
彼
は
同
時
に
こ
の
時
代
の
制
度
と
し
て
の
教
会
へ
の
不
信
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
結
果
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
そ
れ
自
体
や
信
仰
を
否
定
し
た
り
、
疑
う
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
彼
は
こ
の
時
代
の
教
会
と
い
う
制
度
に

疑
問
を
持
つ
、「
教
会
外
の
キ
リ
ス
ト
教
」
に
限
り
な
く
接
近
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
教
会
外
の
キ
リ
ス
ト
教
」
と
は
こ
の
時
代
の
政
治
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的
、
神
学
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
は
啓
蒙
主
義
の
影
響
を
受
け
た
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
で
、
ト
ゥ
ル
ツ
・
レ
ン
ト
ル
フ
が
言
う
よ
う
に
、

「
宗
教
的
で
あ
る
が
、
教
会
的
で
は
な
い
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
）
29
（

」
で
あ
る
。
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
立
場
は
こ
れ
と
完
全
に
同
一
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
彼
は
そ
れ
に
接
近
し
、
ま
た
こ
の
立
場
に
政
治
的
に
同
調
し
て
い
る
。
そ
れ
が
有
名
に
な
っ
た
『
キ
リ
ス
ト
教
世
界
』
紙
上
に

お
け
る
「
使
徒
信
条
論
争
」
へ
の
彼
の
介
入
の
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
こ
の
時
代
の
保
守
的
な
ド
イ
ツ
・
ル
タ
ー
派
と
は
違
っ
た
意
味
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代

の
ド
イ
ツ
・
ル
タ
ー
派
は
保
守
派
も
リ
ベ
ラ
ル
も
み
な
新
し
く
生
ま
れ
た
帝
国
へ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
た
。

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
と
ル
タ
ー
派
は
新
し
く
生
ま
れ
た
帝
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
要
で
も
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
の

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
で
は
な
く
、
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
も
な
く
、
一
六
世
紀
の
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
と
「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」

の
発
見
こ
そ
が
、
近
代
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
の
が
遅
れ
て
き
た
帝
国
ド
イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
要
で
あ
っ
た
。

し
か
し
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
他
の
ル
タ
ー
派
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
少
し
性
格
を
異
に
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
「
逆
立
ち
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
言
っ
て
も
よ
い
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
彼
は
リ
ト
ア
ニ
ア
と
い
う
周
辺
小
国
の
出
身

で
あ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ル
タ
ー
派
に
お
い
て
も
周
辺
部
に
置
か
れ
て
い
た
。
彼
は
家
庭
で
は
ロ
シ
ア
語
を
話
し
て
い
た
程
で
あ
り
、
と
り

わ
け
母
方
の
家
系
か
ら
大
国
ド
イ
ツ
へ
の
複
雑
な
国
民
感
情
を
持
っ
た
自
立
心
を
受
け
継
い
で
い
た
。
そ
の
こ
と
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
自
身
が
自

覚
す
る
以
上
に
、
周
囲
の
人
々
に
と
っ
て
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
見
方
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
神
学
者

で
あ
る
た
め
に
、
他
の
ド
イ
ツ
・
ル
タ
ー
派
の
神
学
者
以
上
に
ド
イ
ツ
的
で
あ
る
こ
と
を
政
治
的
に
は
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の

経
歴
か
ら
来
る
周
囲
の
疑
念
を
払
拭
す
る
た
め
で
あ
り
、
彼
自
身
の
立
場
を
明
瞭
に
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
誰
よ
り
も
強
く
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
そ
の
立
場
を
確
立
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
周
辺
小
国
か
ら
中
央
の
政
治
機
関
の
頂
点
へ
と
、
ド

イ
ツ
・
ル
タ
ー
派
の
宗
派
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
は
別
に
駆
け
上
っ
た
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
中
に
あ
っ
た
「
逆
立
ち
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
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で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
両
義
的
な
立
場
と
し
て
現
わ
れ
出
た
。
ひ
と
つ
に
は
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
ド
イ

ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
、
国
際
政
治
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
立
場
を
守
る
た
め
に
こ
の
戦
争
を
支
持
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
他
方

で
、
北
欧
や
東
欧
小
国
と
の
深
い
繋
が
り
か
ら
戦
争
回
避
の
た
め
の
政
治
的
工
作
を
非
公
式
に
開
戦
と
同
時
に
続
け
た
の
で
あ
り
、
後
者
の

ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
政
治
的
な
行
動
は
最
近
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク

さ
て
黒
崎
が
ハ
ル
ナ
ッ
ク
を
訪
ね
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
帝
政
期
の
ド
イ
ツ
が
、
第
一
次
大
戦
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
ヴ
ァ

イ
マ
ー
ル
で
の
共
和
制
が
混
乱
の
中
に
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
が
皇
帝
と
各
王
家
の
退
位
と
亡
命
の
年
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
か
ら
先
ず
か
数
年
の
ド
イ
ツ
を
黒
崎
は
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
見
方
は
こ
こ
で
充
分
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
戦
後
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
道
徳
と
人

倫
、
真
理
の
探
究
と
国
家
の
存
続
、
愛
国
心
の
再
建
と
い
う
課
題
を
教
会
の
中
に
で
は
な
く
、
学
問
の
再
建
の
中
に
見
出
そ
う
と
し
、
ま
た

ド
イ
ツ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
再
建
の
課
題
を
社
会
的
な
問
題
や
国
際
政
治
に
ま
っ
た
く
無
感
覚
な
ル
タ
ー
派
教
会
で
は
な
く
、
大
学
の

神
学
部
の
再
建
の
中
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
）
30
（

。

ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
経
験
か
ら
、
ル
タ
ー
派
教
会
の
中
に
あ
る
保
守
性
や
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
政
治
や
経
済
の
シ
ス
テ

ム
の
結
び
つ
き
が
、
理
由
な
き
反
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
反
資
本
主
義
へ
と
至
っ
た
こ
と
に
失
望
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
無
防
備
で
何
の
歴
史

的
な
理
解
も
展
望
も
持
た
な
い
保
守
的
な
教
会
や
牧
師
に
危
機
感
を
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
再
建
を
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
ド

イ
ツ
に
お
け
る
神
学
教
育
、
広
く
は
大
学
や
ア
カ
デ
ミ
ー
の
再
建
の
中
に
見
て
い
た
。
自
ら
諸
外
国
に
ド
イ
ツ
の
学
問
の
政
治
的
危
機
を
説
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き
、
ド
イ
ツ
の
経
済
的
困
窮
を
理
解
し
、
大
学
や
諸
教
育
機
関
の
再
建
の
た
め
に
諸
外
国
が
緊
急
の
援
助
を
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
、
講
演
し
、
か
つ
て
の
留
学
生
に
手
紙
で
訴
え
た
）
31
（

。
何
よ
り
も
神
学
部
が
歴
史
的
認
識
と
高
い
倫
理
性
を
も
っ
た
牧
師
を
養
成
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
、
そ
の
た
め
に
自
ら
の
責
務
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
再
び
教
会
当
局
と
見

解
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
常
に
政
治
の
中
枢
に
あ
り
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
帝
政
期
崩
壊
後
も
新
し
い
政
府
の
学
問
行
政
の
一
翼
を
担
う
ハ

ル
ナ
ッ
ク
を
教
会
は
批
判
し
続
け
た
。

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
と
の
誌
上
論
争

他
方
で
、
黒
崎
が
ベ
ル
リ
ン
を
訪
ね
た
一
九
二
二
／
二
三
年
の
冬
学
期
か
ら
一
九
二
三
年
の
夏
学
期
に
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
思
っ
て
も
み
な

か
っ
た
勢
力
か
ら
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
を
代
表
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
聖
な
る

フ
ロ
ン
ト
世
代
」
か
ら
の
批
判
で
あ
り
）
32
（

、
そ
れ
は
有
名
な
『
キ
リ
ス
ト
教
世
界
』
誌
上
に
お
け
る
論
争
と
な
り
、
今
日
で
は
「
ハ
ル
ナ
ッ
ク

＝
バ
ル
ト
往
復
書
簡
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
）
33
（

。

こ
れ
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
ル
タ
ー
派
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
で
は
な
く
、
ま
た
当
時
の
保
守
派
の
ル
タ
ー
派
で
も
な
く
、
第
三
の

立
場
か
ら
の
彼
の
神
学
へ
の
批
判
で
あ
り
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
立
場
へ
の
従
来
の
批
判
は
「
当
時
の
ル
タ
ー
派

教
会
の
神
学
」
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
た
が
、
バ
ル
ト
の
立
場
は
必
ず
し
も
「
こ
の
当
時
の
ル
タ
ー
派
教
会
の
神
学
」
の
立
場
か
ら
の
批
判
で

は
な
く
、
む
し
ろ
、
教
会
や
大
学
、
す
な
わ
ち
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
帝
政
期
に
生
み
出
さ
れ
た
前
世
紀
の
保
守
的
な
社
会
機
構
全
体
へ
の
批
判
と

し
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
神
学
や
宗
教
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
た
既
存
の
社
会
シ

ス
テ
ム
へ
の
批
判
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
に
こ
の
論
争
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
日
本
で
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
教
会
の
神
学
の
代
表
者
カ
ー
ル
・
バ
ル

ky45303黒崎ハルナックcB.indd   199 09.10.13   11:06:49 PM



200

ト
と
学
問
的
神
学
の
代
表
者
ハ
ル
ナ
ッ
ク
と
の
対
立
で
は
な
く
、
実
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
も
バ
ル
ト
も
、
教
会
批
判
と
い
う
点
で
は
当
時
の
既

存
の
宗
教
制
度
と
し
て
の
ド
イ
ツ
・
ル
タ
ー
派
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
い
か
な
る
神
学
が
学
と
し
て
の
神
学
な
の

か
、
と
い
う
こ
と
、
ま
た
学
と
し
て
の
神
学
の
営
ま
れ
る
場
所
は
本
当
に
大
学
神
学
部
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
ま
た
歴
史
主
義
は
真

の
学
問
の
方
法
な
の
か
、
学
問
の
方
法
と
し
て
は
、「
前
提
と
し
て
の
方
法
論
で
は
な
く
、
対
象
が
要
求
す
る
方
法
論
と
い
う
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
両
者
は
争
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
バ
ル
ト
は
ゲ
オ
ル
ゲ
の
サ
ー
ク
ル
や
ゲ
オ
ル
ク
・

ジ
ン
メ
ル
な
ど
の
他
の
フ
ロ
ン
ト
世
代
と
同
じ
く
、
学
問
は
大
学
で
な
く
と
も
営
ま
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
知
の
新
し
い
形
態
を
模
索

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
い
わ
ば
「
神
学
部
外
の
神
学
」
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
）
34
（

。

3
．
黒
崎
幸
吉
に
お
け
る
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク

こ
れ
ら
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
神
学
的
立
場
が
、
無
教
会
の
指
導
者
内
村
鑑
三
の
影
響
の
も
と
で
伝
道
者
と
な
り
、
大
学
は
法
科
大
学
で
あ
っ

た
が
、
自
力
で
神
学
を
学
ん
だ
黒
崎
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
具
体
的
に
は
黒
崎
幸
吉
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
、

ど
の
よ
う
な
意
味
で
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
今
回
復
刻
さ
れ
た
小
論
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
べ
き
も
っ
と
も

重
要
な
点
で
あ
る
。
最
後
に
そ
の
点
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
論
稿
か
ら
読
み
取
れ
る
、
黒
崎
が
受
け
た
ハ
ル
ナ
ッ
ク
か
ら
の
影
響
と
は
、
神
学
の
学
問
性
に
つ
い
て
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
考
え
方
で

あ
ろ
う
。
黒
崎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
場
合
の
如
き
は
無
蓋
蔵
な
る
彼
の
知
識
の
宝
庫
よ
り
彼
の
科
学
的
能
力
を

以
て
自
由
に
必
要
な
る
も
の
を
取
り
出
す
が
故
で
あ
り
ま
す
。
其
處
に
彼
の
オ
リ
ヂ
ナ
リ
テ
ー
が
明
ら
か
に
見
え
、
其
處
に
彼
の
学
者
ら
し

さ
が
明
か
に
表
は
れ
て
居
り
ま
し
た
」（
二
〇
六
頁
）。
ま
た
「
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
如
き
は
あ
れ
だ
け
の
博
識
を
以
て
希
臘
、
拉
丁
の
原
書
殊
に
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其
の
古
典
を
渉
猟
し
、
之
よ
り
彼
の
学
説
を
組
立
て
て
居
り
乍
ら
、
其
處
に
其
の
知
識
の
為
め
に
左
右
せ
ら
る
る
事
無
く
、
其
の
奥
底
に
流

る
る
深
い
信
仰
が
其
の
知
識
を
従
僕
と
し
て
使
つ
て
居
る
の
を
見
て
誠
に
羨
ま
し
く
思
つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
」（
二
〇
七
頁
）。
さ
ら
に
は

「
唯
ハ
ル
ナ
ッ
ク
を
以
て
代
表
せ
ら
れ
し
此
の
独
逸
の
科
学
の
立
場
の
極
め
て
尊
い
点
は
、
飽
く
迄
も
科
学
的
良
心
に
忠
実
で
あ
つ
て
、
真

を
真
と
し
て
少
し
も
遠
慮
し
な
い
事
、
そ
し
て
そ
れ
が
信
仰
に
益
す
る
や
否
や
に
よ
り
て
之
を
曲
げ
な
い
点
に
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
そ
し
て

此
の
正
直
な
る
態
度
が
却
て
信
仰
に
其
の
常
然
の
地
位
を
与
え
、
又
同
時
に
知
識
に
其
の
本
来
の
地
位
を
与
え
て
此
の
両
者
を
し
て
其
の
使

命
を
全
ふ
せ
し
め
る
事
と
思
ひ
ま
す
」（
二
〇
八
頁
）。

第
二
に
黒
崎
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
思
想
や
学
者
と
し
て
の
発
言
の
中
に
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
心
地
よ
い
響
き
を
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
ハ
ル
ナ
ッ
ク
が
一
九
二
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
軍
が
ド
イ
ツ
の
ル
ー
ル
工
業
地
帯
を
賠
償
金
未
払
い
を
理
由
に
再
占
領
し
た
際
に
彼
が
講
義

の
は
じ
め
に
述
べ
た
言
葉
を
記
憶
し
て
い
て
、「
此
日
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
蒼
白
の
顔
を
し
て
教
室
に
出
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
学
生
に
向
つ
て
、

涙
を
流
し
て
此
の
非
常
な
る
国
辱
に
つ
い
て
語
り
、
か
か
る
時
に
は
到
底
講
義
を
す
る
気
は
出
て
来
な
い
」（
二
〇
九
頁
）
と
報
告
し
て
い

る
。
別
の
文
章
の
中
で
は
「
こ
こ
に
七
十
五
歳
の
老
愛
国
学
者
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
）
35
（

」。
こ
れ
は
政
治
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
、
愛
国
主
義
へ
の
共
感
と
い
う
よ
り
は
黒
崎
が
内
村
か
ら
受
け
継
い
だ
日
本
へ
の
愛
と
響
き
あ
う
も
の
を
ハ
ル
ナ
ッ
ク
中
に
感
じ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
こ
の
論
稿
で
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
、
黒
崎
が
こ
の
時
点
で
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
神
学
的
立
場
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
点

で
、
そ
れ
は
歴
史
主
義
批
判
（
あ
る
い
は
合
理
主
義
批
判
）
と
終
末
論
と
そ
れ
に
基
づ
く
キ
リ
ス
ト
教
の
現
実
理
解
の
問
題
で
あ
る
。

ま
ず
黒
崎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ハ
ル
ナ
ッ
ク
「
の
著
書
及
彼
の
講
義
の
中
に
常
に
私
の
感
ぜ
ざ
る
を
得
ざ
る
点
は
、
彼
の
人
格

が
あ
ま
り
に
円
満
で
あ
り
、
彼
の
頭
脳
が
あ
ま
り
に
明
晰
で
あ
る
が
為
め
に
、
パ
ウ
ロ
其
他
の
使
徒
達
の
人
格
の
複
雑
さ
を
充
分
に
味
は

ず
、又
初
代
教
会
に
於
け
る
信
徒
の
心
を
充
分
に
汲
み
取
る
事
が
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
様
な
事
が
屡
々
あ
り
ま
し
た
」（
二
〇
九

頁
）。
そ
れ
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
歴
史
研
究
の
中
に
あ
る
歴
史
主
義
的
な
態
度
へ
の
批
判
で
あ
り
、
こ
の
時
代
繰
り
返
し
ハ
ル
ナ
ッ
ク
が
受
け
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て
い
た
批
判
で
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
た
と
え
ば
ハ
ル
ナ
ッ
ク
自
身
が
一
九
二
六
年
に
ボ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
で

行
っ
た
講
義
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
私
は
、
近
年
、
少
な
く
と
も
四
度
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た

立
場
の
神
学
者
た
ち
か
ら
、
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
の
を
読
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
今
や
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
及
び
教
義
の
認
識
に
つ

い
て
、
新
し
い
原
理
と
新
し
い
方
法
と
が
提
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
全
て
が
や
り
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん

そ
の
た
め
に
は
多
く
の
時
間
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
歴
史
主
義
や
、
古
く
な
っ
た
神
学
と

入
れ
替
え
る
に
足
る
真
の
満
足
を
約
束
す
る
と
）
36
（

」。

黒
崎
自
身
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
神
学
の
行
き
す
ぎ
た
合
理
主
義
、
あ
る
い
は
歴
史
主
義
的
な
方
法
を
ゆ
る
や
か
な
表
現
で
批
判
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
黒
崎
が
「
科
学
的
研
究
よ
り
得
た
る
真
理
は
、
基
督
教
の
真
理
と
一
致
す
る
事
も
有
る
べ
く
、
又
一
致
し
な
事
も

有
る
で
あ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
又
信
仰
を
養
う
為
め
に
な
る
事
も
な
ら
な
い
事
も
あ
る
と
思
ひ
ま
す
、
故
に
私
は
科
学
的
信
仰
と
云
ふ
様
な

事
は
六
〔
マ
マ
〕か

し
い
事
で
あ
つ
て
矢
張
り C

redo, quia absurditas 

と
云
ふ
立
場
を
取
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」（
二
〇
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
で
黒
崎
の
批
判
は
晩
年
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
に
向
け
ら
れ
た
当
時
の
ド
イ
ツ
神
学
界
に
お
け
る
批
判
と
同
じ

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
黒
崎
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
歴
史
主
義
的
な
方
法
論
が
歴
史
的
研
究
に
与
え
る
弊
害
、
ま
た
初
代
教
会
と
パ

ウ
ロ
の
終
末
論
の
誤
解
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
例
へ
ば
初
代
教
会
に
於
け
る
キ

リ
ス
ト
の
再
臨
を
待
つ
心
の
切
で
あ
つ
た
事
の
説
明
や
、
キ
リ
ス
ト
及
弟
子
達
が
此
の
考
を
持
つ
て
居
つ
た
事
の
理
由
を
凡
て
常
時
の
ユ
ダ

ヤ
人
の
間
に
行
は
れ
て
居
つ
た
終
末
思
想
を
イ
エ
ス
及
初
代
の
教
会
が
其
ま
ま
取
入
れ
た
の
で
あ
る
と
解
し
、
然
ら
ざ
る
に
於
て
は
、
イ
エ

ス
自
身
の
中
に
現
在
の
神
の
国
と
未
来
の
神
の
国
と
の
二
つ
の
神
の
国
の
観
念
が
矛
盾
し
て
存
在
す
る
事
と
な
り
不
可
解
で
あ
る
と
し
て
居

る
点
な
ど
は
、
ど
う
し
て
も
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
理
智
的
の
性
格
に
は
人
生
の
奥
底
に
潜
む
其
深
の
罪
感
と
之
よ
り
生
ず
る
現
世
に
対
す
る
絶
望

と
の
意
味
が
甘
く
取
れ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
ま
す
」（
二
〇
九
頁
）。
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こ
れ
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
初
代
教
会
史
の
見
方
へ
の
批
判
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の
時
代
の
神
学
を
支
配
し
て
い
た
リ
ッ
チ
ュ
ル
学
派
の
神

の
国
理
解
、
あ
る
い
は
終
末
論
、
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
い
た
キ
リ
ス
ト
教
的
市
民
社
会
論
の
根
本
を
批
判
す
る
も
の
で
、
後
に
ヴ
ァ
イ
マ
ー

ル
の
聖
な
る
フ
ロ
ン
ト
世
代
の
神
学
者
た
ち
か
ら
、
カ
ン
ト
化
さ
れ
た
リ
ッ
チ
ュ
ル
学
派
の
神
学
に
よ
る
「
神
学
の
倫
理
学
化
」
と
し
て
批

判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
問
題
で
あ
り
、
黒
崎
は
わ
ず
か
二
学
期
の
講
義
を
聞
く
こ
と
を
通
し
て
そ
の
こ
と
を
感
じ
取
り
、
こ
の
短
い
論
稿

の
中
で
そ
の
こ
と
を
適
切
に
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
黒
崎
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
中
に
、
学
問
と
信
仰
と
の
結
び
つ
き
や
関
係
の
ひ
と
つ
の
理
想
の
姿
を
見
出
し
す
つ
つ
、
そ
の
限
界
を
感
じ

て
お
り
、
黒
崎
自
身
は
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
「
不
合
理
な
る
が
故
に
わ
れ
信
ず
」
と
い
う
立
場
に
立
ち
返
ろ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
次
の
時
代

登
場
し
て
く
る
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
神
学
（
ま
さ
に
一
九
二
二
年
は
ド
イ
ツ
で
バ
ル
ト
の
『
ロ
ー
マ
書
注
解
』
の
改
定
第
二
版
が
出
版
さ
れ

た
年
で
あ
っ
た
）
を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代
の
神
学
的
動
向
と
繋
が
る
時
代
的
セ
ン
ス
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
稿
を
き
っ
か
け
に
黒
崎
と
ハ
ル
ナ
ッ
ク
と
に
お
け
る
「
宗
教
と
愛
国
心
」
と
い
う
問
題
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
あ

る
い
は
こ
の
時
代
の
「
教
会
外
の
キ
リ
ス
ト
教
」
や
「
神
学
部
外
と
神
学
」
と
日
本
の
無
教
会
運
動
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
は
約
一
〇
年
前
に
、
や
は
り
ベ
ル
リ
ン
で
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
講
義
に
出
席
し
て
い
て
そ
れ
を
も
と
に
一
九
一
二
年
に
「
か
の
よ
う

に
」
と
い
う
ハ
ル
ナ
ッ
ク
を
題
材
に
し
た
短
編
小
説
を
書
い
た
森
鴎
外
と
黒
崎
幸
吉
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
理
解
の
比
較
、
と
り
わ
け
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
と
い
う
研
究
も
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
全
て
今
回
新
し
く
見
出
さ
れ
た
黒
崎
の
古
い
論

稿
の
解
説
の
域
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
課
題
を
指
摘
す
る
に
留
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
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4
．
資
料
篇

凡
例

1
． 『
新
世
』
に
掲
載
さ
れ
た
黒
崎
幸
吉
の
文
章
は
旧
漢
字
、
旧
か
な
使
い
で
あ
る
が
、
転
載
に
あ
た
り
漢
字
は
旧
漢
字
で
は
な
く
、
現

在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
た
。

2
． 

誤
植
と
思
わ
れ
る
個
所
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
転
載
し
、〔
マ
マ
〕
と
付
し
た
。

3
． 

注
は
編
者
に
よ
る
も
の
で
、
本
文
の
理
解
を
助
け
る
た
め
の
情
報
に
挿
入
し
た
。

4
． 

黒
崎
が
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
言
葉
を
「　
　
　

」
で
引
用
し
て
い
る
場
合
で
も
注
は
な
く
、
そ
れ
が
厳
密
な
引
用
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
の
内
容
を
ハ
ル
ナ
ッ
ク
が
述
べ
て
い
る
個
所
を
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
著
作
か
ら
見
つ
け
出
し
編
者
の
判
断

で
注
に
お
い
て
示
し
て
い
る
。

5
． 

歴
史
的
資
料
な
の
で
、
五
行
ご
と
に
、
行
数
を
示
す
数
字
を
挿
入
し
た
。
二
〇
七
頁
一
一
行
目
か
ら
二
〇
八
頁
二
行
は
括
弧
付
き
の

挿
入
文
章
な
の
で
、
編
者
の
判
断
で
改
行
し
た
。

6
． 〔　
　

〕
の
中
は
編
者
が
補
っ
た
語
、
文
章
で
あ
る
。

7
． 

底
本
は
『
新
世
』
第
二
八
八
号
（
こ
の
号
数
は
『
聖
書
之
道
』
以
来
の
通
算
の
号
数
で
あ
る
）
大
正
一
五
年
六
月
、
二
八
〜
三
二
頁

（
最
後
の
四
行
の
み
二
七
頁
）
で
あ
る
。
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「
ア
ド
ル
フ
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
印
象
）
37
（

黒　

崎　

幸　

吉

一
方
学
者
の
方
面
よ
り
は
世
界
の
珍
品
の
如
く
に
思
わ
れ
、
他
方
保
守
的
な
基
督
者
か
ら
は
、
悪
魔
の
隊
長
の
様
に
阻
ま
れ
て
居
る
ハ
ル

ナ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
短
い
印
象
を
記
し
て
見
よ
う
と
思
ひ
ま
す
。

私
が
伯
林
大
学
に
居
つ
た
の
は
一
九
二
二
―
三
年
冬
学
期
と
一
九
二
三
年
夏
学
期
即
ち
一
ヶ
年
間
で
あ
り
ま
し
た
）
38
（

。
此
間
毎
週
四
時
間
の

ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
講
義
に
は
缺
か
さ
ず
に
出
席
し
て
居
ま
し
た
か
ら
可
な
り
深
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
個
人
的
に
面
会
し
た
事
は
一
回
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
出
な
か
っ
た
の
で
唯
講
義
を
聴
い
た
だ
け
で
あ
り
ま
す
）
39
（

。

丁
度
始
め
て
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
講
義
を
き
い
た
年
に
彼
は
七
十
三
歳
位
で
あ
る
と
の
事
で
し
た
。（
日
本
の
年
で
云
へ
ば
七
十
四
五
で
す
）

背
の
高
い
ス
ラ
リ
と
し
た
体
格
で
、
顔
は
独
逸
人
と
し
て
は
温
和
な
方
で
す
が
、
併
し
英
米
人
の
様
な
俗
な
顔
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
如
来
に

も
学
者
ら
し
い
顔
を
し
て
居
り
ま
し
た
。
頭
髪
は
八
分
通
り
白
く
、
腰
は
曲
つ
て
は
居
ま
せ
ん
が
歩
く
時
な
ど
は
如
何
に
も
老
人
ら
し
い
足

つ
き
を
し
て
居
ま
し
た
。
学
校
へ
の
出
勤
は
常
に
自
動
車
に
乗
つ
て
人
に
助
け
ら
れ
て
乗
降
し
て
居
り
ま
し
た
。

教
室
は
二
百
人
以
上
入
る
室
で
す
が
、
聴
講
生
が
多
い
の
で
何
時
も
満
室
で
、
早
く
行
か
な
い
と
善
い
席
を
取
る
事
が
出
来
な
い
位
で
あ

り
ま
し
た
。
欧
州
戦
後
で
基
督
教
が
最
も
勢
力
無
き
時
で
あ
つ
て
神
学
生
の
数
も
非
常
に
少
な
く
な
つ
て
居
つ
た
時
で
あ
り
乍
ら
、
ハ
ル

ナ
ッ
ク
の
講
義
だ
け
は
何
時
も
満
員
で
あ
る
の
は
、
矢
張
り
他
の
哲
学
、
法
律
、
経
済
等
の
諸
科
の
学
生
も
聴
講
に
来
る
の
と
、
世
界
の
各

国
か
ら
彼
を
聞
か
ん
が
為
め
に
集
ま
る
学
生
が
多
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

51015
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私
が
居
つ
た
時
の
彼
の
講
義
の
題
目
は
冬
学
期
に
は
「
新
約
聖
書
緒
論
」
で
、
夏
学
期
に
は
「
教
会
史
」
で
あ
り
ま
し
た
。
教
会
史
の
講

義
は
別
に
本
講
が
あ
り
一
週
間
四
時
間
づ
つ
三
年
を
費
や
し
て
居
り
ま
す
が
、
此
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
教
会
史
は
例
外
的
に
臨
時
に
一
学
期
で

全
教
会
史
を
講
じ
た
の
で
あ
つ
て
、
彼
の
如
き
博
学
を
以
て
始
め
て
、
か
か
る
簡
に
し
て
要
を
得
た
講
義
が
出
来
る
だ
ろ
う
と
感
心
し
ま
し

た
。
彼
の
講
義
は
極
め
て
流
暢
で
明
瞭
で
あ
り
ま
す
。
原
稿
は
あ
ま
り
見
ま
せ
ん
。
驚
く
可
き
記
憶
力
と
極
め
て
明
瞭
な
る
頭
脳
を
持
つ
て

居
る
と
云
ふ
事
を
感
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
此
の
点
に
於
て
確
か
に
、
今
日
の
学
者
中
の
学
者
で
あ
る
事
は
何
人
も
否
定
す
る

事
が
出
来
な
い
と
思
ひ
ま
し
た
。
其
の
講
義
は
実
に
面
白
く
少
し
も
飽
か
ず
に
聴
く
事
が
出
来
ま
す
。
時
々
諧
謔
を
も
交
へ
て
学
生
を
喜
ば

し
乍
ら
、
而
も
要
点
要
点
は
実
に
歯
切
の
よ
い
結
論
を
以
て
結
ん
で
行
く
處
、
彼
一
流
の
處
が
あ
り
ま
す
。
私
は
日
本
で
法
科
大
学
の
学
生

時
代
の
経
験
に
よ
り
講
義
と
云
ふ
も
の
は
面
白
く
な
い
も
の
で
、
筆
記
と
云
う
も
の
は
面
倒
な
も
の
と
云
ふ
事
が
深
く
脳
裏
に
入
つ
て
居
り

ま
し
た
。
そ
し
て
独
逸
に
行
つ
て
講
義
を
き
き
始
め
て
大
学
の
講
義　
　〔
マ
マ
〕　
　

を
云
う
も
の
は
面
白
い
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
知
り
、
そ
し
て
特
に

ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
講
義
は
実
に
興
味
津
々
た
る
も
の
が
あ
る
事
を
覚
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
理
由
は
明
ら
か
で
あ
つ
て
日
本
の
学
者
の
多
く

は
欧
米
の
学
者
の
説
を
紹
介
す
る
か
又
は
竊
み
取
つ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
場
合
の
如
き
は
無
蓋
蔵
な
る
彼
の
知
識
の

宝
庫
よ
り
彼
の
科
学
的
能
力
を
以
て
自
由
に
必
要
な
る
も
の
を
取
り
出
す
が
故
で
あ
り
ま
す
。
其
處
に
彼
の
オ
リ
ヂ
ナ
リ
テ
ー
が
明
ら
か
に

見
え
、
其
處
に
彼
の
学
者
ら
し
さ
が
明
か
に
表
は
れ
て
居
り
ま
し
た
。

基
督
教
は
本
来
学
問
で
は
無
い
と
思
ひ
ま
す
、
夫
故
に
学
問
的
の
優
劣
は
直
に
信
仰
の
優
劣
を
定
む
る
標
準
に
は
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま

す
。
併
し
日
本
に
入
つ
て
来
た
基
督
教
が
一
方
学
問
を
無
視
せ
る
社
会
的
運
動
又
は
狂
信
的
宗
派
が
あ
る
と
同
時
に
、
一
方
学
問
的
基
督
教

は
其
の
信
仰
を
失
ひ
力
な
き
熱
な
き
形
骸
と
な
り
つ
つ
あ
る
を
見
る
時
、
何
と
か
し
て
信
仰
を
基
礎
と
せ
る
基
督
教
的
知
識
が
日
本
に
も
、

も
つ
と
広
ま
ら
ん
事
を
願
は
な
い
訳
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
而
し
て
日
本
で
少
し
く
基
督
教
を
学
問
的
に
研
究
し
始
め
る
や
否
や
活
け
る
信
仰

を
失
ふ
所
以
は
、
全
く
基
督
教
を
学
問
的
に
取
扱
ふ
だ
け
の
信
仰
と
霊
力
と
が
無
く
全
く
学
問
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
れ
、
信
仰
か
知
識
の
従

僕
に
な
つ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
ア
ン
セ
ル
ム
ス
と
同
じ
く
「
識
ら
ん
が
為
め
に
信
ず
る
」
事
が
必
要
で
あ
つ
て
知
つ
て

51015

ky45303黒崎ハルナックcB.indd   206 09.10.13   11:06:54 PM



207 黒崎幸吉のアドルフ・フォン・ハルナック論

後
、
信
を
失
ふ
様
で
あ
る
な
ら
ば
知
ら
ざ
る
に
如
か
ず
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
如
き
は
あ
れ
だ
け
の
博
識

を
以
て
希
臘
、
拉
丁
の
原
書
殊
に
其
の
古
典
を
渉
猟
し
、
之
よ
り
彼
の
学
説
を
組
立
て
て
居
り
乍
ら
、
其
處
に
其
の
知
識
の
為
め
に
左
右
せ

ら
る
る
事
無
く
、
其
の
奥
底
に
流
る
る
深
い
信
仰
が
其
の
知
識
を
従
僕
と
し
て
使
つ
て
居
る
の
を
見
て
誠
に
羨
ま
し
く
思
つ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。
日
本
に
居
つ
て
初
代
基
督
教
の
文
献
を
其
の
原
語
を
以
て
読
み
こ
な
し
、
之
に
よ
つ
て
自
己
の
学
説
を
立
て
る
事
の
如
き
は
中
々
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
日
本
の
基
督
教
学
界
は
常
分
外
国
人
の
研
究
の
又
聞
き
に
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
将
来
と
も
固
有
の
材
料
に
少

き
日
本
の
基
督
教
社
会
は
学
問
的
に
は
容
易
に
欧
州
に
比
較
し
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。

而
も
か
か
る
又
聴
き
、
又
は
些
少
の
知
識
が
信
仰
を
破
壊
し
つ
つ
あ
る
の
を
見
る
と
実
に
悲
し
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
、
日
本
に
も
ハ
ル

ナ
ッ
ク
の
様
な
学
者
が
一
人
で
も
有
つ
た
な
ら
ば
と
思
は
れ
ま
し
た
。

而
し
て
学
者
と
し
て
の
彼
の
純
粋
に
学
問
的
真
理
を
求
め
て
生
き
て
居
る
事
を
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
其
事
を
特
に
明
ら
か
に

す
る
事
が
出
来
た
の
は
彼
の
博
士
号
獲
得
の
五
十
年
祝
賀
の
時
で
あ
り
ま
し
た
。
当
時
独
逸
は
困
難
な
る
国
情
に
あ
つ
た
の
で
、
其
の
式
は

極
め
て
簡
単
で
あ
り
ま
し
た
。
学
生
が
教
室
の
教
壇
を
タ
ン
ネ
ン
樹
の
青
葉
を
以
て
装
飾
し
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
入
り
来
る
の
を
待
つ
て
拍
手

し
て
彼
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
学
生
の
総
代
が
彼
に
祝
辞
を
呈
し
て
、
彼
の
国
家
の
為
め
又
学
術
界
の
為
め
に
せ
る
貢
献
を
賞
讃
し
、
而

し
て
学
生
に
対
す
る
親
切
な
る
薫
陶
と
、
学
生
が
之
に
よ
り
信
仰
上
受
け
し
感
化
と
に
つ
い
て
感
謝
を
呈
し
ま
し
た
。
之
に
対
す
る
ハ
ル

ナ
ッ
ク
の
答
は
略
左
の
如
き
も
の
で
あ
つ
た
と
記
憶
し
て
居
り
ま
す
）
40
（

。

「
私
は
博
士
号
受
領
五
十
年
記
念
の
為
め
に
国
家
、
社
会
か
ら
多
く
の
祝
賀
を
受
け
ま
し
た
、
併
し
其
中
に
於
て
最
も
愉
快
な

祝
賀
は
、
此
の
最
も
簡
単
な
る
学
生
諸
氏
よ
り
受
く
る
祝
賀
で
あ
り
ま
す
。
併
し
私
の
諸
君
と
共
に
為
し
来
り
し
研
究
は
真
理

W
ahrheit

の
為
め
で
あ
り
ま
し
て
、
徳
を
建
つ
る
が
為
めE

rbaunung
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
研
究
が
或
は
諸
君

の
信
仰
の
為
め
に
な
り
徳
を
建
つ
る
が
為
に
な
つ
た
事
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
併
し
是
は
別
問
題
で
あ
り
ま
す
。
私
は
唯
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真
理
を
求
め
て
今
日
に
至
り
、
今
後
も
亦
之
に
終
始
し
よ
う
と
思
ひ
ま
す
、
そ
し
て
諸
君
と
共
に
此
の
研
究
を
継
け
る
の
が
私

の
終
生
の
事
業
で
あ
る
か
ら
し
て
諸
君
よ
り
受
く
る
祝
辞
は
私
に
取
つ
て
最
も
愉
快
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」

此
の
返
答
は
学
生
の
祝
辞
中
に
あ
つ
た
一
点
を
反
駁
し
た
の
で
あ
つ
て
非
常
に
面
白
い
事
で
あ
る
と
思
ひ
ま
し
た
。
茲
に
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の

真
面
目
が
あ
ら
は
れ
て
居
る
と
同
時
に
、
独
逸
に
於
け
る
「
科
学
）
41
（

」
の
地
位
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
様
に
思
ひ
ま
し
た
。
私
の
考
え
と
し
て
は

科
学
的
研
究
法
に
よ
り
て
終
局
の
基
督
教
の
真
理
に
達
す
る
事
は
出
来
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
科
学
的
研
究
よ
り
得
た
る
真
理
は
、
基
督
教
の

真
理
と
一
致
す
る
事
も
有
る
べ
く
、
又
一
致
し
な
事
も
有
る
で
あ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
又
信
仰
を
養
う
為
め
に
な
る
事
も
な
ら
な
い
事
も
あ

る
と
思
ひ
ま
す
、
故
に
私
は
科
学
的
信
仰
と
云
ふ
様
な
事
は
六
〔
マ
マ
〕か

し
い
事
で
あ
つ
て
矢
張
り C

redo, quia absurditas 

と
云
ふ
立
場
を
取

る
も
の
で
あ
り
ま
す
）
42
（

。
唯
ハ
ル
ナ
ッ
ク
を
以
て
代
表
せ
ら
れ
し
此
の
独
逸
の
科
学
の
立
場
の
極
め
て
尊
い
点
は
、
飽
く
迄
も
科
学
的
良
心
に

忠
実
で
あ
つ
て
、
真
を
真
と
し
て
少
し
も
遠
慮
し
な
い
事
、
そ
し
て
そ
れ
が
信
仰
に
益
す
る
や
否
や
に
よ
り
て
之
を
曲
げ
な
い
点
に
あ
る
と

思
ひ
ま
す
。
そ
し
て
此
の
正
直
な
る
態
度
が
却
て
信
仰
に
其
の
常
然
の
地
位
を
与
え
、
又
同
時
に
知
識
に
其
の
本
来
の
地
位
を
与
え
て
此
の

両
者
を
し
て
其
の
使
命
を
全
ふ
せ
し
め
る
事
と
思
ひ
ま
す
。
此
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
な
ら
ば
米
国
に
起
つ
た Fundam

entalist 

の
様

な
事
は
起
ら
ず
、
進
化
論
を
学
校
で
教
え
な
い
と
云
ふ
様
な
事
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
信
仰
は
明
瞭
な
科
学
的
真
理
に
目
を
つ

ぶ
つ
て
辛
う
じ
て
維
持
せ
ら
る
る
様
な
貧
弱
な
も
の
で
は
無
く
、
科
学
的
真
理
を
充
分
に
真
理
と
認
め
て
而
も
尚
不
合
理
を
信
じ
得
る
信
仰

が
本
当
の
信
仰
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
此
の
独
逸
科
学
の
根
本
思
想
を
理
解
せ
ず
し
て
ハ
ル
ナ
ッ
ク
を
以
て
信
仰
を
破
壊
す
る
悪
魔
の
如
く

に
思
ふ
英
米
の
保
守
的
基
督
者
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
自
身
の
心
持
ち
が
よ
く
分
ら
な
い
の
で
は
無
い
か
と
思
ひ
ま
し
た
。

思
は
ず
理
屈
に
走
り
ま
し
た
が
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
学
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
人
間
で
あ
る
事
を
思
ひ
ま
し
た
。
不
幸
に
し
て
個
人
的

に
接
す
る
機
会
が
少
な
か
つ
た
の
で
、
此
の
方
面
を
観
察
す
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
彼
に
接
し
て
居
る
学
生
は
実
際

彼
を
父
の
様
に
思
つ
て
居
り
ま
し
た
、
〔
マ
マ
〕私

が
一
番
感
動
し
た
の
は
独
逸
が
戦
後
の
疲
弊
の
た
め
に
科
学
的
に
非
常
に
困
難
に
陥
つ
て
居
た
時

51015
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に
、
其
の
救
済
を
世
界
に
向
か
つ
て
訴
へ
た
堂
々
た
る
文
書
と
）
43
（

、
そ
れ
か
ら
一
九
二
三
年
一
月
仏
国
が
ル
ー
ル
地
方
を
占
領
し
て
其
地
方
の

主
要
な
る
独
逸
人
を
捕
虜
に
し
た
時
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。
此
日
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
蒼
白
の
顔
を
し
て
教
室
に
出
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
学
生

に
向
つ
て
、
涙
を
流
し
て
此
の
非
常
な
る
国
辱
に
つ
い
て
語
り
、
か
か
る
時
に
は
到
底
講
義
を
す
る
気
は
出
て
来
な
い
。
乍
併
止
む
を
得
な

いA
ber das m

uss vescheh 〔
マ
マ
〕

en

と
云
つ
て
講
義
を
つ
づ
け
ま
し
た
）
44
（

。
実
に
憂
国
の
至
情
が
其
の
面
に
溢
れ
て
居
つ
た
の
を
見
た
の
で
あ
り

ま
す
、
彼
は
学
者
で
あ
る
け
れ
ど
も
唯
死
せ
る
学
者
で
は
無
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
内
に
燃
ゆ
る
が
如
き
人
間
味
を
持
つ
て
居
つ
た
事
が

之
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
な
り
、
其
冷
静
な
る
頭
脳
の
裏
に
あ
る
此
の
温
か
さ
に
よ
つ
て
彼
の
学
問
が
一
段
の
尊
さ
を
増
し
た
様
に
思
ひ
ま
し

た
。最

後
に
彼
の
人
格
が
彼
の
学
説
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
き
て
私
の
感
じ
た
處
を
一
言
し
ま
す
。
彼
の
著
書
及
彼
の
講
義
の
中
に
常
に
私
の
感

ぜ
ざ
る
を
得
ざ
る
点
は
、
彼
の
人
格
が
あ
ま
り
に
円
満
で
あ
り
、
彼
の
頭
脳
が
あ
ま
り
に
明
晰
で
あ
る
が
為
め
に
、
パ
ウ
ロ
其
他
の
使
徒
達

の
人
格
の
複
雑
さ
を
充
分
に
味
は
ず
、
又
初
代
教
会
に
於
け
る
信
徒
の
心
を
充
分
に
汲
み
取
る
事
が
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
様
な

事
が
屡
々
あ
り
ま
し
た
。
例
へ
ば
初
代
教
会
に
於
け
る
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
待
つ
心
の
切
で
あ
つ
た
事
の
説
明
や
、
キ
リ
ス
ト
及
弟
子
達
が

此
の
考
を
持
つ
て
居
つ
た
事
の
理
由
を
凡
て
常
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
に
行
は
れ
て
居
つ
た
終
末
思
想
を
イ
エ
ス
及
初
代
の
教
会
が
其
ま
ま
取

入
れ
た
の
で
あ
る
と
解
し
、
然
ら
ざ
る
に
於
て
は
、
イ
エ
ス
自
身
の
中
に
現
在
の
神
の
国
と
未
来
の
神
の
国
と
の
二
つ
の
神
の
国
の
観
念
が

矛
盾
し
て
存
在
す
る
事
と
な
り
不
可
解
で
あ
る
と
し
て
居
る
点
な
ど
は
、
ど
う
し
て
も
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
理
智
的
の
性
格
に
は
人
生
の
奥
底
に

潜
む
其
深
の
罪
感
と
之
よ
り
生
ず
る
現
世
に
対
す
る
絶
望
と
の
意
味
が
甘
く
取
れ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
ま
す
）
45
（

。
又
教
会
書
簡
の
中

に
パ
ウ
ロ
の
筆
に
な
る
部
分
と
然
ら
ざ
る
部
分
と
が
あ
り
と
す
る
理
由
と
し
て
「
教
会
発
展
の
程
度
が
パ
ウ
ロ
時
代
と
し
て
は
進
み
過
ぎ
て

居
る
点
」
を
挙
げ
る
事
は
歴
史
的
考
證
と
し
て
有
力
で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
ま
す
が
）
46
（

、
其
の
他
の
理
由
と
し
て
「
パ
ウ
ロ
ら
し
か
ら
ざ
る
文
句

が
入
つ
て
居
る
事
）
47
（

」
を
挙
げ
而
し
て
パ
ウ
ロ
ら
し
い
と
云
ふ
の
は
「
ロ
マ
書
コ
リ
ム
〔
マ
マ
〕ト

前
後
書
ガ
ラ
テ
ヤ
書
に
現
れ
た
様
な
思
想
及
文
勢
）
48
（

」

を
意
味
す
る
と
説
く
点
な
ど
は
歴
史
的
考
證
文
献
的
説
明
の
範
囲
を
脱
し
て
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
人
格
を
以
て
パ
ウ
ロ
の
人
格
を
解
釈
し
、
パ

51015
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ウ
ロ
の
人
格
が
ロ
マ
書
以
下
の
所
謂
真
正
な
る
書
簡echte B

riefe

以
外
の
書
簡
を
書
く
程
多
方
面
で
あ
り
得
な
い
と
考
ふ
る
よ
り
起
る
事

で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
ま
す
。
茲
に
多
く
の
考
證
を
挙
げ
て
論
ず
る
場
合
で
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
彼
の
講
義
を
き
い
て
居
る
間
に
其
の
種
の
感

じ
を
受
け
た
事
は
再
三
に
留
ま
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
要
す
る
に
純
粋
に
客
観
的
真
理
と
云
ふ
様
な
も
の
は
有
り
得
な
い
の
で
あ
つ

て
、
如
何
に
独
逸
の
科
学
で
も
矢
張
り
学
者
の
主
観
の
外
に
完
全
に
出
る
訳
に
行
か
ず
、
殊
に
神
学
の
如
き
は
多
く
の
場
合
に
於
て
其
人
の

信
仰
や
人
格
が
其
の
学
説
の
背
景
を
為
し
て
居
る
事
を
気
が
付
か
ず
に
居
ら
れ
な
か
つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
信
仰
と
智
識
、
信
仰

の
客
観
的
妥
当
性
等
に
関
す
る
種
々
の
重
要
問
題
が
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
講
義
を
き
き
乍
ら
種
々
心
の
中
に
湧
い
て
来
て
之
に
つ
い
て
考
へ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

要
す
る
に
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
或
る
意
味
に
於
て
独
逸
の
善
き
方
面
の
代
表
者
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
、
其
の
科
学
的
真
理
に
対
す
る
忠
実
さ
其

学
識
其
の
愛
国
心
而
し
て
其
の
缺
点
す
ら
も
よ
く
独
逸
の
持
つ
て
居
る
缺
点
を
代
表
し
て
居
る
と
思
ひ
ま
す
。
独
逸
が
彼
を
国
品
の
如
く
に

考
へ
て
居
る
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
、
彼
は
決
し
て
保
守
的
基
督
者
が
考
へ
る
様
な
悪
魔
の
隊
長
で
は
無
く
、
人
間
と
し
て
立
派
な
人
で

あ
り
而
も
同
時
に
人
間
の
不
完
全
さ
を
具
へ
て
居
る
稀
代
な
学
者
で
あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。（
を
は
り
）」

　
　
　
注

（
1
） 

本
原
稿
は
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
六
日
に
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
大
学
哲
学
・
社
会
学
部
で
行
っ
た
講
演
原
稿
の
翻
訳
で
、
ド
イ
ツ
語
の
講
演
要
旨

は
、U

ni. Press, U
niversität A

ussburg, 1

（2009

）, 5-14 

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

秋
山　

操
『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』
昭
和
四
八
年　

基
督
教
会
史
刊
行
委
員
会　

六
九
頁

510
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第
一
号
に
は
宮
崎
に
よ
る
「『
聖
書
之
道
』
の
「
宣
言
」」
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
ス
ト
ー
ン
＝
キ
ャ
ン
ベ
ル
運
動
に
基
づ
く
「
聖
書
主
義
」
に

つ
い
て
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
「
宣
言
」
に
つ
い
て
は
翌
週
の
『
福
音
新
報
』
で
植
村
正
久
が
痛
烈
な
批
判
を
書
い
て
い

る
。

（
3
） 

同
右　

四
九
頁

（
4
） 

同
右　

一
六
頁
よ
り
再
録

（
5
） 

同
右　

二
四
頁

（
6
） 

同
右

（
7
） Survey of Service, D

isciples of C
hrist, 1928 by T

he C
hristian B

oard of Publivation.  

こ
れ
は
「
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）」
が

世
界
規
模
で
行
っ
た
事
業
調
査
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
日
本
で
の
調
査
結
果
は
「
日
本
に
お
け
る
基
督
教
会
の
方
針
」（
ガ
リ
版
刷
り
八
九
頁
）

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
8
） 

秋
山　

操
『
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）
史
』
一
三
九
頁

（
9
） 「
基
督
教
会
（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
）」
派
の
鶴
岡
教
会
の
こ
と
。
現
在
に
至
る
ま
で
鶴
岡
市
の
若
葉
町
に
あ
る
の
で
、
通
称
若
葉
町
教
会
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
正
式
に
は
「
鶴
岡
基
督
教
会
」
と
称
し
て
い
た
。

（
10
） 

白
井
為
治
郎
氏
は
明
治
四
二
年
四
月
か
ら
大
正
七
年
一
月
、
ま
た
大
正
一
四
年
四
月
か
ら
昭
和
一
七
年
六
月
ま
で
鶴
岡
教
会
の
牧
師
を
し
て
い

る
。

（
11
） 『
永
遠
の
生
命
』
第
三
六
三
号　

昭
和
三
六
年
一
二
月
号　

引
用
は
『
黒
崎
幸
吉
著
作
集 

5
』（
新
教
出
版
社　

四
一
八
頁
）。
ま
た
同
号
に
は
以

下
の
よ
う
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
鶴
岡
に
帰
京
し
て
「
は
じ
め
の
間
は
二
、三
の
著
作
と
信
仰
の
友
人
た
ち
と
の
集
会
と
、
そ
し
て
時
に
は
白
井

牧
師
の
〔
鶴
岡
基
督
〕
教
会
を
助
け
る
こ
と
を
専
ら
の
仕
事
と
し
て
お
っ
た
。」

（
12
） 『
永
遠
の
生
命
』
第
三
六
〇
号　

昭
和
三
六
年
九
月　
『
著
作
集
』
第
5
巻　

三
九
四
頁

（
13
） 

同
右

（
14
） 

そ
の
後
の
黒
崎
幸
吉
の
生
涯
と
思
想
に
つ
い
て
は
『
黒
崎
幸
吉
著
作
集
』
第
5
巻
収
録
の
「
恩
寵
の
回
顧
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
） 「
私
は
鶴
岡
に
前
か
ら
開
か
れ
て
お
っ
た
諏
訪
君
や
大
滝
君
の
集
会
に
加
え
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
集
会
は
前
に
も
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
と
お
り
、
中

に
は
教
会
の
牧
師
や
長
老
も
加
わ
り
、
会
員
の
宅
を
巡
っ
て
開
か
れ
る
聖
書
研
究
会
で
あ
っ
た
。
…
…
こ
の
よ
う
な
不
変
な
根
強
い
信
仰
の
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グ
ル
ー
プ
は
、
決
し
て
数
多
は
見
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
滝
徳
蔵
君
や
、
現
在
姫
路
で
独
立
教
会
を
建
て
て
お
ら
れ
る
永
井
貞
雄
君
や
山
形

相
互
銀
行
取
締
役
の
白
崎
君
そ
の
他
若
葉
町
教
会
の
長
老
阿
部
君
や
伝
道
婦
村
井
姉
な
ど
も
皆
そ
の
当
時
の
会
員
で
あ
っ
た
」（『
著
作
集 

5
』

四
二
二
頁
）。
こ
の
よ
う
な
交
流
が
本
小
論
を
生
み
出
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

（
16
） 『
新
世
』
大
正
一
五
年
四
月
号　

五
二
頁
上
段

（
17
） V

gl. Friedhilde K
rause, M

enschen B
ücher und B

ibliotheken. A
dolf von H

arnack und seine Fam
ilie in: M

arginalien. Zeitschrift 

für B
uchkunst und B

ibliophilie 170

（2003

）, 26-43, 171

（2003

）3-21

（
18
） V

gl. H
. C

ym
orek, F. W

. G
raf, Zw

ei unbekannte Texte A
gnes von Zahn-H

arnacks über ihren Vater, in: M
itteilungen der E

rnst-

T
roeltsch-G

esellschaft 17

（2004

）, 83-94

（
19
） 

父
デ
オ
ド
シ
ウ
ス
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。Volker D

rehsen, K
onfessionalistische K

irchentheologie. 

T
heodosius H

arnack

（1816-1889

）, in: Profile des neuzeitlichen Protestantism
us. B

d.2, K
aiserreich Teil 1.

（hrg.

）F. W
. G

raf, 

G
üthersloh 1992

（
20
） V

gl. H
acik R

afi G
azer, A

dolf von H
arnack und die arm

enier B
etrachtungen zu einem

 w
issenschaftlichen A

ussusch um
 

die jahrhundertw
ende, in: M

eline P
ehlivanian

（hrsg.

）, A
rm

enisyn die m
enschen genant. E

ine K
ulturbegegnung in der 

Staatsbibliothek, B
erlin 2999, 173-200

（
21
） 

ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
著
作
文
献
目
録
と
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず
、Friedrich Sm

end, A
dolf von H

arnack. Verzeichnis seiner Schriften bis 1930. 

M
it einem

 G
eleitw

ort und bibliographischen N
achträgen bis 1985 von Jürgen D

um
m

er, Leipzig 1990

を
参
照
の
こ
と
。

（
22
） Paul T

illich, A
dolf von H

arnack. E
ine W

ürdigung anläßlich seines Todes, in G
esam

m
elte W

erke, B
d. X

II. B
erlin 1971, 85 

（
23
） T

rutz R
endtorff, Vorw

ort. in: A
dolf von H

arnack, D
as W

esen des C
hristentum

s. H
erausgegeben und K

om
m

entiert von T
rutz 

R
endtorff, G

ütersloh 1999, 28

（
24
） W

olfgang T
rillhaas, Vorw

ort. in: A
dolf von H

arnack, D
as W

esen des C
hristentum

s. M
it einem

 G
eleitw

ort von W
olfgang 

T
rillhaas, G

ütersloh 1985

（2. A
nlf.

）, 13

（
25
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
はW

. H
artkopf und G

.W
angerm

ann

（hsg.

）, D
okum

m
ente zur G

eschichte der B
erliner A

kadem
ie der W

issen-

schaften von 1700 bis 1990, H
eidelberg, 1991

に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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（
26
） 

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
と
ハ
ル
ナ
ッ
ク
と
の
関
係
に
つ
い
て
はJürgen R

enn, G
iuseppe C

astagnetti, und Sim
one R

ieger, A
dolf 

von H
arnack und M

ax Planck. B
erlin: M

ax-Planck-Institute für W
issenschaftsgeschichte 1999

（=Preprint M
ax-Planck-Institute 

für W
issenschaftsgeschichte 113

）を
参
照
の
こ
と
。

（
27
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
はA

dolf von H
arnack. W

issenschaftspolitische R
eden und A

ufsätze. Zusam
m

engestellt und herausgegeben von 

B
ernhard Fabian, H

ildesheim
 2001

収
録
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
文
部
行
政
と
ア
カ
デ
ミ
ナ
ー
の
議
長
と
し
て
の
仕
事
、
ま
た
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ

ン
ク
研
究
所
の
運
営
、
さ
ら
に
は
神
学
部
の
有
り
方
に
関
す
る
諸
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
28
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は Stefan R

ebenich, T
heodor M

om
m

sen und A
dolf H

arnack. W
issenschaft und P

olitik im
 B

erlin des 

ausgehenden 19. Jahrhunderts. M
it einem

 A
nhang: E

dition und K
om

m
entierung des B

riefw
echsels, B

erlin 1997

を
参
照
の
こ
と
。

（
29
） T

rutz R
endtorff, A

dolf von H
arnack und die T

heologie. Verm
ittlung zw

ischen R
eligionskultur und W

issenschaftslultur, in: K
. 

N
ow

ak/O
.G

. O
exle

（hg.
）, aaO

. 397ff. 

（
30
） V

gl. A
dolf von H

arnack, W
issenschaft und K

ultur

（1920

）, in: Internationale M
onatsschrift für W

issenschaft, K
unst und 

Technik, 15

（1920

）, 100-106

（
31
） 

最
初
に
英
語
で
書
か
れ
たA

dolf von H
arnack, T

he C
risis of the G

erm
an Science, in: T

he N
ation and the A

thenaeum
, 2. D

ez. 1922

は
そ
の
典
型
的
な
論
調
で
あ
る
。 

（
32
） 「
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
フ
ロ
ン
ト
世
代
」
に
つ
い
て
は F. W

. G
raf, A

nnihilation historiae? T
heologische G

eschichtsdiskurse in der 

W
eim

arer R
epublik, in: Jahrbuch des historischen K

ollege 2004, M
ünchen 2005, 49ff. 

を
参
照
の
こ
と
。

（
33
） V

gl. B
riefw

echsel zw
ischen K

arl B
arth und A

dolf von H
arnack, in: A

nfäge der dialektischen T
heologie, T

eil 1, hg. v. J. 

M
oltm

ann, M
ünchen 4. A

ufl. 1977, 323-347

（
34
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
論
「
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
と
現
代
神
学
」『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
四
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
及
び
「
神

学
部
外
の
神
学
」『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
四
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
35
） 『
永
遠
の
生
命
』
第
三
六
〇
号　

昭
和
三
六
年
九
月
（
引
用
は
『
著
作
集 

5
』
四
〇
四
頁
）

（
36
） A

dolf von H
arnack, D

ie E
ntstehung der christliche T

heologie und des kirchlichen D
ogm

atik, Leopold K
lotz Verlag, G

otha 1927, 

vi
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（
37
） 

本
論
文
は
『
新
世
』
大
正
一
五
年
六
月
号
の
二
八
〜
三
二
頁
（
最
後
の
四
行
の
み
二
七
頁
下
段
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
新
世
』
を
編

集
謙
発
行
人
は
畑
中
岩
雄
が
つ
と
め
、
新
世
社
よ
り
月
刊
の
雑
誌
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

（
38
） 
黒
崎
幸
吉
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
時
代
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
『
永
遠
の
生
命
』（
第
三
六
〇
号　

昭
和
三
六
年
九
月
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ベ
ル
リ
ン
は
首
都
で
あ
り
、
ま
た
大
学
も
大
き
い
の
で
、
私
は
先
ず
ベ
ル
リ
ン
を
選
ん
だ
。
入
学
は
願
書
を
出
し
て
二
、
三
の
質
問
に
答
え
た

だ
け
で
割
合
に
簡
単
に
許
可
さ
れ
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
講
義
を
聴
く
こ
と
と
な
っ
た
。（
原
文
改
行
）〔
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
〕
ハ
ル
ナ
ッ
ク

の
概
説
教
会
史
と
新
約
聖
書
序
説
、〔
カ
ー
ル
・
〕
ホ
ル
の
教
会
史｣

と
教
理
史
、〔
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
〕
ゼ
ー
ベ
ル
ク
の
教
理
学
Ⅱ
、〔
ア
ド

ル
フ
・
〕
ダ
イ
ス
マ
ン
の
ヨ
ハ
ネ
伝
お
よ
び
ヨ
ハ
ネ
書
研
究
、〔
ユ
リ
ウ
ス
・
〕
リ
ヒ
タ
ー
の
『
キ
リ
ス
ト
教
国
と
キ
リ
ス
ト
教
』
お
よ
び
『
使

徒
パ
ウ
ロ
と
そ
の
伝
道
お
よ
び
伝
道
書
簡
』
と
い
う
講
義
を
聞
く
こ
と
に
し
た
」（
引
用
は
『
黒
崎
幸
吉
著
作
集 

5
』（
新
教
出
版
社
）
四
〇
二

頁
）。ま

た
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
講
義
目
録
に
よ
れ
ば
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
定
年
を
延
長
さ
れ
、
一
九
二
二
／
二
三
冬
学
期
と
一
九
二
三
夏
学
期
に
は
、
博

士
候
補
生
の
講
義
の
他
に
、「
教
会
史
概
説
」
と
「
新
約
時
代
史
」
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。V

gl. Staatsbibliotek B
erlin Preußischer 

K
ulturbesitz, N

achlaß A
dolf von H

arnack, K
asten 45 

こ
の
記
録
に
つ
い
て
はR

. vom
 B

ruch, A
dolf von H

arnack und W
ilhelm

 II.,in: 

K
urt N

ow
ak/O

tto G
erhard O

exle

（H
g.

）, A
dolf von H

arnack. T
heologe, H

istoriker, W
issenschaftspolitiker, G

öttingen 2001, 23ff.

を
参
照
の
こ
と
。

（
39
） 

引
退
後
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
週
に
二
度
大
学
に
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
午
前
中
に
六
〇
分
（
現
実
に
は
四
五
分
）
の
講
義
を
二
コ
マ
連
続
で
行
っ
て
い

た
。
演
習
は
博
士
候
補
生
の
た
め
に
不
定
期
に
行
わ
れ
て
お
り
、
大
学
の
シ
ラ
バ
ス
へ
の
公
示
は
な
か
っ
た
。
彼
は
既
に
大
学
教
授
と
し
て
の

給
与
は
な
く
、
ま
た
大
学
行
政
に
関
与
す
る
資
格
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
と
し
て
大
学
で
講
義
す
る
こ
と
は
可
能
で
、
ハ

ル
ナ
ッ
ク
が
申
し
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
涯
講
義
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
博
士
候
補
生
の
指
導
は
、
か
つ
て
所
属
し
た
講
座
が
な
く
な
ら
な
い

限
り
、
一
度
正
教
授
に
な
っ
た
者
は
引
退
し
て
も
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

（
40
） 

こ
の
祝
賀
に
つ
い
て
はA

dolf von H
arnack. W

issenschaftspolitische R
eden und A

ufsätze. Zusam
m

engestellt und herausgegeben 

von B
ernhard Fabian, H

ildesheim
 2001

を
参
照
の
こ
と
。
一
八
七
三
年
に
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
学
位
を
取
得
し
て
い
る

の
で
、
学
位
受
領
五
〇
年
の
祝
い
は
一
九
二
三
年
に
行
わ
れ
た
。

（
41
） 「
科
学
」
はW

issenschaft

の
訳
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ
れ
は
日
本
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
「
学
問
」
の
意
味
も
あ
り
、
今
日

ky45303黒崎ハルナックcB.indd   214 09.10.13   11:07:00 PM



215 黒崎幸吉のアドルフ・フォン・ハルナック論

で
は
「
学
問
性
」
な
ど
と
い
う
言
葉
で
意
味
し
て
い
る
も
の
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

（
42
） 
こ
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
言
葉
に
つ
い
て
はJaroslav Pelikan, T

he C
hristian T

radition, A
 H

istory of the D
evelopm

ent of D
octrine. Vol.3, 

T
he G

row
th of M

edieval T
heology

（600-1300

）, C
hicago, 1978, 142ff. 

を
参
照
の
こ
と
。

（
43
） 

こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
同
趣
旨
の
文
章
と
し
て
は A

dolf von H
anrnack, T

he crisis of the G
erm

an science, in: T
he 

N
ation and the A

thenaum
, 32

（1922

）, 347-349; ders., D
eutschland und der Friende E

uropas. In: N
eues W

iener T
ageblatt, 

29. Jan.: ders., O
ffener B

rief an V
iscount H

aldane über die K
risis der deutschen W

issenschaft, in: G
. Schreiber, D

ie N
ot der 

deutschen W
issenschaft. Leipzig, 137-140

な
ど
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
44
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
黒
崎
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。「
果
然
、
翌
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
一
月
、
仏
白
連
合
軍
が
ル
ー
ル
地
方
を
占

領
し
て
し
ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
が
約
束
し
た
賠
償
金
を
払
わ
な
い
か
ら
と
い
う
口
実
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
ド
イ
ツ
人
の
憤
慨
と
興
奮
は
物

す
ご
い
も
の
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ー
ヤ
ガ
ル
テ
ン
に
多
数
の
群
集
が
集
ま
っ
て
デ
モ
っ
て
お
っ
た
由
、
私
は
行
か
な
か
っ
た
が
、
あ
る
私
の
知
っ

て
い
る
日
本
の
官
吏
が
高
い
所
か
ら
そ
の
光
景
を
写
真
に
撮
ろ
う
と
し
て
群
集
に
引
き
降
ろ
さ
れ
、
あ
わ
や
袋
た
た
か
い
に
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
講
義
の
日
で
私
も
出
席
し
て
お
っ
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
先
ず
非
憤
の
面
持
で
連
合
軍
の
非
礼
を

責
め
、『
も
う
講
義
な
ど
は
す
る
気
が
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
や
め
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
』（A

ber das soll geschehehen

）
と
言
っ

て
講
義
を
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
七
十
五
歳
の
老
愛
国
学
者
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」（『
永
遠
の
生
命
』
第
三
六
〇

号　

昭
和
三
六
年
九
月
）。
引
用
は
『
黒
崎
幸
吉
著
作
集 
5
』（
新
教
出
版
社
）
四
〇
四
頁

（
45
） V

gl. D
ie M

ission und A
usbreitung des C

hristentum
s in den ersten drei Jahrhunderten. 2. neu durchgearb. A

ufl. M
it 11 K

arten. 

B
d.1. 2. 1904 Leipzig: H

inrichs

（
46
） 

こ
の
引
用
は
、
正
確
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
言
葉
はA

dolf von H
arnack, B

eiträge zur E
inleitung in das N

eue Testam
ent. I. Leipzig: 

H
inrichs.

の75ff.

に
見
出
さ
れ
る
。

（
47
） 

同
右

（
48
） A
dolf von H

arnack, D
er apokryphe B

rief des A
postels Paulus an die Laodicener, eine m

arcionitische Fälschung aus der 2. 

H
älfte des 2. Jahrhunderts, Leipzig 1923
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